Influence of somatosensory inputs on brain activity during motor imagery by 水口 暢章
2011 年 11 月 30 日 
博士学位論文審査報告書 
 




論文題目 Influence of somatosensory inputs on brain activity  
during motor imagery 
運動イメージ中の脳活動に体性感覚が及ぼす影響 
論文審査員 主査 早稲田大学教授 彼末一之 医学博士・工学博士（大阪大学） 
  副査 早稲田大学教授 内田 直 博士（医学）（東京医科歯科大学） 
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on corticospinal excitability during motor imagery.  Exp. Brain Res. 196(4):529-35. 
Chapter 3 では、イメージ中の脳活動を fMRI を用いて検討した。被験者は一般成人 19
名であった。Chapter 2 と同様にボールを握るイメージを用いて、ボールに触れながらイ
メージを行う条件(Ball+Imagery)、何も触れずにイメージを行う(Imagery)、ボールに触











の皮質脊髄路の興奮性を検討した。実験 1、2 では右手で直径 7cm のボールに触る条件と
直径 3cm のボールに触る条件を用意した(PP+Ball, HP+Ball)。統制条件として、ボールに
は触れずに同じ手の形状を保つ条件も用意した(PP, HP)。運動イメージは、「7cm のボー
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これらの実験から、実際に運動を行ったときに生じる感覚と近い感覚入力を与えればよ
り皮質脊髄路の興奮性が高まることが示唆された。運動イメージによるトレーニングを行
う場合、感覚入力を与えることでより高いトレーニング効果が得られる可能性が示唆され
た。 
以上のように本論文は博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するものと認
める。 
 
